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文章中の☆の付いた用語は、１5ページの用語解説「おしえて！セイア
くん！（仮）」で解説しています。参考に読んでみてください！

 

6
月
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
６

月
20
日
ま
で
の
15
日
間
の
日
程
で
開

催
し
、
上
程
さ
れ
た
全
32
件
に
つ
い

て
様
々
な
質
疑
や
討
論
を
交
わ
し
審

議
し
ま
し
た
。

 

７
月
19
日
で
３
年
間
の
任
期
が

終
了
す
る
農
業
委
員
会
の
委
員
に

つ
い
て
、
14
名
の
方
の
任
命
に
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

採
決　

全
員
賛
成
で
同
意

主
な
質
疑

Ｑ
　
設
備
の
生
産
能
力
、
キ
ク
イ
モ

の
入
荷
状
況
、
稼
働
率
は
。

　
ま
た
、
産
業
振
興
公
社
の
資
料
で

は
生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
だ

が
要
因
と
、
今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ
　
生
産
能
力
は
、
キ
ク
イ
モ
を
１

日
３
０
０
㎏
、
計
算
上
１
年
間
で
７５

ｔ
粉
末
に
加
工
で
き
ま
す
。
入
荷
量

は
、
令
和
４
年
度
で
村
内
か
ら
１３
ｔ
、

村
外
か
ら
２２
ｔ
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

稼
働
率
と
し
て
は
６
割
弱
で
す
。

　
キ
ク
イ
モ
の
収
穫
量
の
減
少
は
、

掘
り
取
り
が
大
変
で
あ
る
こ
と
や
、

高
齢
に
よ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
１
つ
の
作
物
だ
け
で
な

く
、
農
業
全
体
を
広
く
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

【上中関区育成会】　
　上中関区内に組織されている育成会では、今年度
ひまわりとさつまいもの植つけを行いました。秋に
はさつまいもの収穫を行います。収穫したさつまい
もで焼き芋大会ができるといいな！
　上中関区育成会では、子ども達の健やかな成長を
願い活動しています。

機能性食品工場御所の里

pick up

阿
智
村
☆
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
に
関
す
る
同
意

新
た
な
農
業
委
員
の
任
命
に
同
意

今
後
の
農
業
振
興
を
願
っ
て

令
和
５
年
6
月
定
例
会
報
告

農
業
振
興
を
願
っ
て

pick up

☆

阿
智
村
特
産
物
開
発
研
究
所
・

南
信
州
機
能
性
食
品
工
場
御
所
の

里
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
の
継
続
承
認
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Ｑ
（
燃
料
等
の
高
騰
に
対
す
る
）
福

祉
施
設
へ
の
支
援
は
、
県
が
検
討
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
情
報
は
入
っ
て
い
る
か
。

Ａ
　
ま
だ
細
か
い
情
報
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
。

採
決　

全
員
賛
成
で
可
決

主
な
質
疑

Ｑ
　
議
会
へ
の
相
談
な
く
マ
ス
コ
ミ

報
道
さ
れ
た
。
議
会
軽
視
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
以
前
か
ら
状
況
や
こ
れ
か
ら
の

こ
と
、
処
分
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、

最
後
に
処
分
の
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
、
議
会
の
皆
様
に
お
伝
え
で
き

ず
報
道
に
出
て
し
ま
い
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
ま
す
。
議
会
を
軽
視
し
て

い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
後
気

を
付
け
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　
飲
酒
運
転
に
対
す
る
社
会
の
目

は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
再
発

防
止
の
対
策
を
ど
う
考
え
、
指
示
し

た
の
か
。

Ａ
　
６
月
１
日
に
村
長
が
訓
示
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
１
か
月
間
職
員

同
士
の
飲
酒
を
伴
う
会
食
の
禁
止
、

全
職
員
対
象
に
阿
智
の
交
番
所
長
に

よ
る
職
員
研
修
と
飲
酒
運
転
撲
滅
の

誓
約
書
の
提
出
、
各
部
署
で
の
個
別

指
導
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
　
こ
れ
だ
け
で
再
発
防
止
に
な
る

と
思
う
か
。

Ａ
　
こ
れ
だ
け
で
は
完
全
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
数
か
月
に
１
度

ず
つ
見
直
し
て
し
っ
か
り
し
た
対
策

を
取
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
阿
智
村
の
農
業
を
考
え
る
と
、

☆

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
の
よ
う
な

仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
村
全
体
の
農
業
で
は
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
タ
ワ
ー
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
個
々
に
対

し
て
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

主
な
討
論

賛
成
　
村
の
施
設
を
大
切
、
丁
寧
に

使
っ
て
く
れ
て
い
る
。
管
理
者
の
情

熱
も
感
じ
た
。
村
内
農
産
物
に
付
加

価
値
を
付
け
て
販
売
す
る
に
は
必
要

な
施
設
で
あ
る
。

採
決　

全
員
賛
成
で
可
決

主
な
質
疑

【
歳　
出
】

樹
木
粉
砕
機
購
入
費
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
５
２
４
万
円
減
）

Ｑ
　
財
源
と
し
て
い
た
☆

森
林
環
境

譲
与
税
基
金
繰
入
金
を
減
額
し
、
そ

の
分
を
林
道
維
持
修
繕
工
事
費
に
充

て
ら
れ
る
。
災
害
復
旧
に
充
て
る
の

は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
し

て
違
和
感
が
あ
る
が
。

Ａ
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
と

し
て
、
林
道
や
路
網
の
整
備
に
使
う

こ
と
は
全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
工
事
は
降
雨
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
通
常
の
維
持
修
繕
の
レ
ベ
ル
の

工
事
で
す
。

既
存
の
樹
木
粉
砕
機

pick up

令
和
５
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

燃
料
・
物
価
高
騰
に
対
す
る

各
方
面
へ
の
補
助
を
！

pick up

阿
智
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

者
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

福
祉
施
設
へ
の
支
援
に
つ
い
て

職
員
不
祥
事
の
再
発
防
止

の
徹
底
を
！
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議 決 結 果
☆専　　決　

同　　意

条　　例

指定管理

売買契約

補正予算

請　　願

☆陳　　情　

承　　認

承　　認

全て同意

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

採　　択

採　　択

☆趣旨採択

採　　択

阿智村税条例の一部を改正する条例の制定

令和４年度阿智村一般会計補正予算（第７号）

阿智村農業委員会委員の任命（１４件）

阿智村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

阿智村特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

阿智村特産物開発研究所・南信州機能性食品工場御所の里の指定管理者の指定

令和５年度車載式凍結防止剤散布装置付・除雪トラック購入事業の売買契約の締結

令和５年度消防ポンプ付積載車購入事業の売買契約の締結

令和５年度阿智村一般会計補正予算（第１号）

「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」
を求める請願

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を
長野県知事に求める請願

最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書の採択を求める請願
【継続中】

介護保険制度の改善を求める陳情

質問の議事録は除いたとして、議会だよりが行政や職員批判になってしまって
いるのでは……と感じてしまう内容が見受けられます。行政や職員への批判
が、そのまま村民の方に全て受け止められてしまい、「村はダメだ。職員はダメ
だ」となってしまう心配があると思います。少し配慮があるといいかな……と
個人的には思います。内容については、村民にわかりやすく伝えようとしてく
ださっている努力が誌面に表れており、熱意が伝わりました。

少子化で予算のやりくりをして何とか一歩さらに二歩進めたいというのは分
かりました。その議論の結果が「どうなって」「どう進めていくのがうまくいっ
た」とか「いかず」とかをもっと分かりやすく教えていただけると自分の周りの
ことがどうなっているのか、自分には関係ないのではなく全てにつながってい
ることが分かるのではないかと思います。第６次総合計画は、一人一人につな
がるいい計画だと分かったので、村民は誇りに思えるはずです。

あち議会だより 114号を読んで、広報モニターさんに
寄せていただいた「声」の一部をご紹介します！
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阿
智
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
☆

上
位
法
の

改
正
に
よ
る
課
税
限
度
額
の
見
直
し

と
、
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る

者
へ
の
国
民
健
康
保
税
の
減
免
を
加

え
る
も
の
で
す
。

阿
智
村
特
産
物
開
発
研
究
所
・
南
信

州
機
能
性
食
品
工
場
、
御
所
の
里
の

指
定
管
理
者
の
指
定

 

浪
合
に
設
置
さ
れ
て
い
る
特
産
物

開
発
研
究
所
と
南
信
州
機
能
性
食
品

工
場
御
所
の
里
の
指
定
管
理
を
令
和

５
年
１０
月
１
日
か
ら
５
年
間
継
続
す

る
案
件
で
す
が
、
現
地
視
察
を
行
い
、

現
指
定
管
理
者
と
意
見
交
換
を
行
う

等
の
調
査
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

Ｑ 

御
所
の
里
の
管
理
及
び
使
用
に

関
す
る
規
則
で
は
「
運
営
委
員
会
を

組
織
し
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
運
営
委
員
会
は

開
い
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
運
営
委
員
会
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

Ｑ
　
原
料
と
な
る
キ
ク
イ
モ
を
半
分

は
村
外
か
ら
搬
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
現
状
、
ま
た
、
雇
用
に
つ
い
て

も
通
年
雇
用
が
で
き
な
い
状
況
の
中

で
、
こ
の
施
設
を
運
営
し
て
い
る
企

業
に
農
業
を
求
め
る
こ
と
は
無
理
が

あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
が
機

能
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
産
業
振
興
公
社
も
入
っ
て
販
路

拡
大
に
努
め
た
経
過
も
あ
り
ま
す
が
、

公
社
や
担
当
者
と
の
連
絡
調
整
が
必

要
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
現
実
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー

が
機
能
し
て
、
企
業
と
し
て
成
り
立

つ
よ
う
に
仕
組
み
を
作
れ
な
い
か
。

Ａ
　
形
が
明
確
で
な
い
の
で
、
担
当

部
署
と
総
合
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ

ワ
ー
の
仕
組
み
や
形
を
考
え
直
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

意
見
・
要
望
　

　
キ
ク
イ
モ
栽
培
農
家
が
減
少
し
て

い
る
中
な
の
で
、
課
題
を
整
理
し
今

後
取
り
組
む
方
向
性
を
示
す
た
め
に

も
運
営
委
員
会
の
開
催
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
キ
ク
イ
モ
農
家
の

栽
培
拡
大
を
推
進
す
べ
き
。
指
定
管

理
頂
い
て
い
る
方
の
情
熱
を
感
じ
、

後
継
者
育
成
の
必
要
性
を
感
じ
た
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

財
産
管
理
費

Ｑ
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
委
託
料
が
予
算
化

さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
全
国
で
問
題

と
な
っ
て
い
る
マ
イ
ナ
ト
ラ
ブ
ル
は

村
内
に
は
な
い
の
か
。

Ａ
　
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
ト
ラ

ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

衛
生
費

Ｑ
　
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約
状
況

は
ど
う
か
。

Ａ
　
２
３
０
０
人
が
対
象
で
す
が
、

７
月
末
ま
で
の
予
約
が
４０
％
、
９
０

０
人
余
り
で
す
。

民
生
費

Ｑ
　
今
、
石
油
類
の
高
騰
に
よ
り
、

事
業
所
も
各
家
庭
も
四
苦
八
苦
し
て

い
る
。
農
業
面
で
は
肥
料
・
農
薬
に

補
助
予
算
を
措
置
し
た
が
、
福
祉
施

設
へ
の
気
配
り
は
必
要
な
い
の
か
。

Ａ
　
燃
料
費
高
騰
の
影
響
は
あ
る
と

思
う
が
、
県
が
補
助
制
度
を
検
討
し

て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
様
子
を
見

て
か
ら
に
し
ま
す
。

請
願
・
陳
情
審
査

「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教

育
予
算
の
増
額
」・「
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
」
を
求

め
る
請
願

「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑
み
、
へ

き
地
手
当
等
支
給
率
を
近
隣
県
並
み

の
水
準
に
戻
す
こ
と
」
を
長
野
県
知

事
に
求
め
る
請
願

介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め
る
陳

情審
査
結
果
　
い
ず
れ
も
採
択
、
意
見

で
は
妥
当
、
措
置
と
し
て
関
係
機
関

へ
意
見
書
を
送
付
す
る
こ
と
が
適
当

と
し
た
。

継
続
中
審
査

最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企
業
支

援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
請
願

審
査
結
果
　
趣
旨
採
択
が
適
当
と
し

た
。

総
務
常
任
委
員
会

特
産
物
開
発
研
究
所・南
信
州
機
能
性
食
品
工
場

「
御
所
の
里
」の
指
定
管
理
と
今
後
に
期
待
す
る
こ
と
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村内畜産農家の牛舎

産
業
建
設
常
任
委
員
会

令
和
５
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

【
歳　
出
】

肥
料
農
薬
価
格
高
騰
緊
急
支
援
事
業

補
助
金　
　
　
（
１
０
０
０
万
円
）

Ｑ
　
こ
の
補
助
金

の
内
容
は
。

Ａ　
昨
年
は
肥
料

購
入
の
補
助
金
と

し
ま
し
た
が
、
農

薬
に
つ
い
て
も
高
騰
し
て
い
る
た
め
、

肥
料
に
加
え
農
薬
も
対
象
と
し
ま
す
。

ま
た
、
購
入
期
間
に
つ
い
て
も
、
令

和
５
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
２８
日
ま

で
の
一
年
間
分
と
し
、
補
助
額
は
、

対
象
経
費
の
４
分
の
１
以
内
で
、
上

限
は
一
般
農
家
が
２０
万
円
、
☆

認
定

農
業
者
は
４０
万
円
と
、
昨
年
度
の
倍

額
と
し
ま
す
。

畜
産
経
営
緊
急
対
策
事
業
補
助
金

（
４
１
０
万
円
）

Ｑ
　
今
回
、
養
鶏
事
業
者
も
対
象
と

し
て
追
加
し
た
理
由
は
。

Ａ　
昨
年
は
、
粗
飼
料
の
値
上
が
り

に
対
し
て
の
補
助
金
と
し
た
た
め
、

牛
の
畜
産
経
営
者
へ
の
補
助
で
し
た
。

今
年
度
は
、
配
合
飼
料
も
高
値
で
推

移
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
養
鶏

事
業
者
も
対
象
と
し
ま
す
。
補
助
額

は
、
牛
は
１
頭
当
た
り
１
万
円
、
鶏

は
１
羽
３０
円
と
し
ま
す
。

Ｑ
　
鶏
は
羽
数
が
多
い
が
、
ど
の
よ

う
に
確
認
す
る
の
か
。

Ａ　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
調
査
に
対

す
る
、
経
営
者
か
ら
の
申
告
羽
数
を

算
出
根
拠
と
し
ま
す
。

樹
木
粉
砕
機
購
入
費

（
５
２
４
万
円
減
）

Ｑ
　
当
初
予
算
で
は
３
台
分
の
計
上

を
し
て
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
減

額
を
す
る
理
由
は
。
ま
た
予
定
し
て

い
た
事
業
は
実
施
で
き
る
の
か
。

Ａ　
事
業
内
容
は
、
樹
木
を
粉
砕
パ

ウ
ダ
ー
化
し
て
、
土
壌
改
良
剤
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
研
究
し
て
い
く

も
の
で
す
。
今
回
、
粉
砕
機
購
入
の

財
源
と
し
て
、
県
の
地
域
発
元
気
づ

く
り
支
援
金
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
１
台
分
し
か
採
択
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
２
台
分
の
予
算
に
つ
い
て

減
額
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
１

台
で
で
き
る
範
囲
内
で
研
究
に
取
り

組
み
ま
す
。

地
域
内
循
環
支
援
補
助
金

（
６
４
０
万
円
減
）

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
委
託
料

（
３
７
５
０
万
円
）

Ｑ
　
こ
の
補
正
は
事
業
内
容
の
変
更

か
。

Ａ　
当
初
予
算
で
は
、
２
千
円
の
プ

レ
ミ
ア
ム
と
す
る
事
業
を
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
国
の
補
正
予

算
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
村
で
は
こ
の

交
付
金
の
活
用
の
一
つ
と
し
て
、
今

年
度
も
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
を

行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
当
初
予

定
し
て
い
た
事
業
予
算
の
全
額
を
減

額
し
、
新
た
に
５
千
円
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
を
７
千
冊
販
売
す
る

事
業
と
し
て
増
額
補
正
す
る
も
の
で

す
。

【
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
の
阿
智
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
は
存
続
さ
れ
る
】

　
阿
智
村
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
で
は
、
南
部

の
施
設
と
統
合
す
る
と
い
う
計
画
が

あ
り
ま
し
た
が
、
農
業
委
員
会
等
関

係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
存
続
が
決

ま
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

農
家
へ
の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

肥
料
に
加
え
農
薬
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
に
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令
和
５
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

リ
ニ
ア
対
策
事
業
費

　
観
測
井
設
置
工
事
費
２
７
５
万
円

Ｑ
　
観
測
井
設
置
の
目
的
と
、
掘
削

す
る
深
さ
は
。

Ａ　
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
係
る
、
水
量

や
水
質
の
調
査
が
目
的
で
、
深
さ
は

４０
ｍ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
関
係
の
補
正
予
算
に
つ
い

て
委
員
会
と
し
て
認
め
ま
し
た
。

 

☆

坊
主
ヶ
島
候
補
地
の
住
民
説
明
会

　
６
月
１３
日
に
、
清
内
路
公
民
館
に

お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
発
生
土

置
き
場
の
候
補
地
で
あ
る
、
坊
主
ヶ

島
の
概
略
計
画
に
つ
い
て
の
住
民
説

明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
坊
主
ヶ
島
は
、
ク
ラ
ラ
沢
の
対
岸

と
な
る
位
置
で
あ
り
、
搬
入
路
と
な

る
村
道
坊
主
線
の
改
良
、
黒
川
に
掛

か
る
橋
梁
の
更
新
、
村
道
の
延
長
、

そ
し
て
盛
土
量
は
、
約
１６
万
㎥
で
あ

る
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
坊
主
ヶ
島
は
、
ク
ラ
ラ
沢
に
比
べ

奥
行
き
は
少
な
く
、
勾
配
も
少
な
い

と
の
こ
と
で
す
が
、
一
部
は
「
山
腹

崩
壊
危
険
地
区
」「
地
す
べ
り
危
険
箇

所
」「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
が
設
定

さ
れ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
、
今
後

の
詳
細
設
計
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、

•
１
箇
所
決
定
し
た
こ
と
で
、
な
し

崩
し
的
に
次
に
進
ん
で
し
ま
う
心
配

が
あ
る
。

•
候
補
地
の
一
つ
で
あ
る
、
坊
主
沢

に
つ
い
て
は
慎
重
に
と
い
う
声
が
多

く
出
て
い
る
。

　
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
見

を
尊
重
し
、
今
後
も
慎
重
な
審
議
を

行
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー　
　
　
　
　

唐
澤　

浩
平

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
　
　

田
中　

真
美

委
員　

吉
田　

哲
也　

熊
谷　

義
文

委
員　

熊
谷　

恒
雄　

吉
村　

金
利

　

こ
れ
ま
で
の
経
過　

　
阿
智
村
６
次
総
合
計
画
後
期
に
あ

た
り
、
今
、
一
番
の
問
題
で
あ
る
人

口
減
少
に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
に
テ
ー
マ
を
「
人
口

課
題
」
と
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
グ

ル
ー
プ
内
で
人
口
課
題
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
考
え
を
出
し
合
い
方
向
性

の
検
討
を
し
ま
し
た
。
「
移
住
し
た

い
都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
１７
年

連
続
全
国
１
位
に
な
っ
た
長
野
県
。

１０
万
人
未
満
で
は
飯
田
市
が
１
位
を

獲
得
。
な
ぜ
、
飯
田
市
が
選
ば
れ
る

の
か
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
　

　
前
の
政
策
検
討
委
員
会
が
取
り
組

ん
だ
、
「
定
住
促
進
」
に
つ
い
て
の

報
告
書
の
中
か
ら
、
研
究
の
テ
ー
マ

の
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
込
み
、
よ
り
具

体
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
　

政
策
検
討
委
員
会
　

リ
ー
ダ
ー　
　
　
　
　

井
原　

敏
喜

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
　
　

佐
々
木
幸
仁

委
員　

大
嶋　

正
男　

小
林　

義
勝

委
員　

井
原　

光
子　

櫻
井　

久
江

　

こ
れ
ま
で
の
経
過　

　
こ
の
分
科
会
は
、
本
年
出
湯
５０
周

年
を
迎
え
る
昼
神
温
泉
が
、
こ
れ
か

ら
先
も
輝
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
昼
神

温
泉
の
将
来
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、

政
策
提
言
を
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

中
で
、
村
有
施
設
の
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
し
、
５
月

２４
日
に
は
、
昼
神
温
泉
の
村
有
４
施

設
の
視
察
を
行
っ
た
後
、
施
設
管
理

者
の
皆
様
か
ら
現
状
と
課
題
を
伺
い

ま
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
　

　
当
面
の
活
動
と
し
て
、
各
村
有
施

設
の
生
い
立
ち
、
歴
史
に
つ
い
て
も

学
習
し
、
メ
ン
バ
ー
内
で
施
設
の
現

状
・
課
題
を
共
有
、
さ
ら
に
視
察
や

学
習
を
行
い
、
政
策
提
言
へ
と
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

発
生
土
置
き
場
の
候
補
地
、坊
主
ヶ
島
の

概
略
計
画
の
住
民
説
明
会
が
開
か
れ
る

「
阿
智
村
人
口
課
題
」
分
科
会

「
昼
神
温
泉
の
将
来
構
想
」
分
科
会

２
つ
の
分
科
会
で
調
査・研
究
を
行
い
、

政
策
提
言
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
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問
　
今
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

こ
ど
も
基
本
法
で
は
、
こ
ど
も

施
策
に
対
し
て
こ
ど
も
や
若
者
、

こ
ど
も
を
養
育
す
る
者
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

黒
柳
教
育
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ニ
ー
ズ
調
査
は
既
に
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
施
策
の
「
計
画
・

実
施
・
評
価
」
各
段
階
に
お
い

て
、「
こ
ど
も
会
議
」
の
開
催
な

ど
、
こ
ど
も
の
声
を
届
け
ら
れ

る
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
☆

あ
ち
っ
こ
プ
ラ
ザ
は
保

健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
利
用
制
限
が
あ
り
、

専
用
の
子
育
て
支
援
拠
点
を
望

む
声
が
あ
る
。
村
の
考
え
は
。

教
育
長
　
☆

こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
設
置
促
進
に
あ
た
り
、
国

の
補
助
金
交
付
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

村
長
　
保
護
者
の
方
か
ら
も
多

く
の
要
望
を
聞
い
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
施
設
が
良
い
か
も

含
め
、
住
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
☆

中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
を
進
め
る
中
で
、
①
指
導

者
の
確
保
、
②
費
用
の
保
護
者

負
担
増
、
③
責
任
の
所
在
に
つ

い
て
課
題
を
感
じ
る
が
。

教
育
長
　
指
導
者
の
配
置
は
容

易
で
あ
り
ま
せ
ん
が
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
費
用

補
助
も
行
い
負
担
軽
減
を
し
て

い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
事

故
等
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
レ
ン

ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
や
指
導
者
等

の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
事
故
等
が
な
い
よ

う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
こ
ど
も
施
策
の
中
核
で
あ

る
小
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

こ
ど
も
や
保
護
者
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
の
方
策
は
。

村
長
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
で
論

議
を
お
願
い
し
、
村
と
し
て
も

住
民
が
声
を
出
し
や
す
い
仕
組

み
や
仕
掛
け
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
待
っ
た
な
し

の
問
題
と
捉
え
て
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
腰
を
据
え
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
目
的
税
と
し
て
の
宿
泊
税

の
導
入
は
可
能
か
。

佐
々
木
出
納
室
長
　
条
例
を
制

定
し
、
国
の
許
可
が
得
ら
れ
れ

ば
可
能
で
す
。

問
　
昼
神
温
泉
の
将
来
構
想
の

事
業
を
進
め
る
に
は
高
額
な
経

費
が
予
想
さ
れ
る
。
一
般
会
計

か
ら
の
投
入
に
も
限
り
が
あ
り
、

財
源
確
保
の
た
め
宿
泊
税
の
導

入
を
提
案
す
る
。
全
国
の
先
進

事
例
は
。

熊
谷
商
工
観
光
課
長
　
東
京
都
、

大
阪
府
、
福
岡
県
、
福
岡
市
、

金
沢
市
、
京
都
市
等
が
導
入
し

て
お
り
、
近
年
増
え
て
い
る
状

況
が
あ
り
ま
す
。
税
額
は
宿
泊

額
に
よ
っ
て
差
を
付
け
て
い
る

所
が
多
く
、
２
万
円
未
満
で
２

０
０
円
、
２
万
円
以
上
で
５
０

０
円
と
い
っ
た
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
尚
、
長
野
県
で
も
検
討

を
始
め
て
い
ま
す
。

問
　
現
在
制
定
し
て
い
る
、
入

湯
税
と
の
兼
ね
合
い
も
出
て
く

る
と
考
え
る
が
、
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長
　
ホ
テ
ル
、
旅

館
等
の
申
告
に
よ
り
徴
収
し
て

お
り
、
一
人
１
５
０
円
で
、
令

和
４
年
度
で
は
３
６
４
２
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
課
題
や
問
題
点
が
あ
る
。

「
導
入
に
よ
る
観
光
客
へ
の
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
」「
関
係
者
の
考

え
」
等
が
考
え
ら
れ
る
が
。

商
工
観
光
課
長
　
イ
メ
ー
ジ
ダ

ウ
ン
に
な
ら
ず
、
観
光
振
興
の

予
算
が
確
保
で
き
、
逆
に
観
光

客
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
例
も

あ
り
ま
す
。

問
　
観
光
を
基
軸
と
す
る
村
づ

く
り
を
進
め
る
中
で
、
宿
泊
税

の
村
長
の
考
え
は
。

村
長
　
安
定
的
な
財
源
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
、
良
い
方
法

か
と
考
え
ま
す
。
検
討
を
始
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
各
自
治
会
に
「
地
区
計

画
」
を
策
定
し
て
も
ら
っ
た
が
、

過
去
を
見
る
と
、
こ
れ
に
対
す

る
行
政
の
姿
勢
や
意
識
が
低
い

の
で
は
な
い
か
。

村
長
　
住
民
の
皆
さ
ん
に
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
に
お
け
る
課
題
等

を
認
識
し
て
い
た
だ
く
目
的
も

あ
り
、
住
民
と
共
に
と
い
う
姿

勢
で
、
計
画
書
の
内
容
を
理
解

し
、
全
庁
上
げ
て
村
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
き
ま
す
。

財源確保の手段として有効と考える。前向きに検討を始めたい

昼神温泉の将来構想に係る財源確保のため、
　　　　　　　　　　　　　宿泊税の検討を

「こどもまんなか社会」における小学校の
　あり方にこどもや保護者の意見の反映を
住民が声を出しやすい仕掛けをして意見をしっかり聞きます

田
中
真
美

熊
谷
義
文



あち「議会だより」No.1159

振興協議会の設置状況は
現在２地区で組織されています

問
　
山
間
地
の
定
住
対
策
で
重

要
な
こ
と
は
何
と
考
え
て
い
る

か
。

大
下
協
働
活
動
推
進
課
長
　
多

様
な
活
動
の
、
担
い
手
確
保
と

支
援
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

若
者
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
づ
く

り
も
大
切
で
す
。

問
　
清
内
路
地
区
の
住
宅
は
状

況
が
悪
く
、
老
朽
化
し
て
い
る
。

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
入
居
で

き
る
住
宅
に
空
き
が
あ
り
ま
す
。

清
内
路
全
体
で
の
需
要
を
み
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
入
居
中

の
住
宅
で
修
繕
が
必
要
で
あ
れ

ば
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
川
裾
第
２
│

２
住
宅
が
改

修
で
き
ず
、
入
居
募
集
を
停
止

し
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
住
宅
の

躯
体
が
歪
み
、
軽
微
な
修
繕
で

対
応
で
き
ず
、
多
額
の
費
用
が

か
か
る
た
め
で
す
。

問
　
自
治
会
の
募
集
停
止
反
対

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
安
心
し

て
暮
ら
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が

基
本
で
す
。
そ
の
上
で
、
改
修

し
た
方
が
い
い
の
か
、
新
た
に

建
て
る
の
が
い
い
の
か
、
相
談

し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
　
川
裾
第
１
住
宅
は
☆

ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
☆

イ
エ
ロ
ー
ゾ

ー
ン
に
入
っ
て
い
る
が
、
改
修

は
し
て
い
く
の
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
現
在
お

住
ま
い
の
部
屋
は
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
修
繕
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
定
住
な

ど
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
で
あ
っ
て
も
、

周
囲
の
状
況
に
よ
っ
て
住
宅
の

建
設
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
旧
清
内
路
振
興
室
を
住
宅

に
建
て
替
え
て
も
ら
い
た
い
が

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
は
。

村
長
　
旧
振
興
室
の
後
利
用
は

重
要
な
案
件
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
住
宅
や
宅
地
に
す
る
協
議

を
早
急
に
す
る
よ
う
要
望
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
解
体
は
、

財
源
の
目
処
が
つ
き
次
第
取
り

か
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
阿
智
村
振
興
協
議
会
設
置

条
例
が
制
定
さ
れ
２
年
に
な
る

が
、
進
捗
状
況
は
。
　
　
　
　

大
下
協
働
活
動
推
進
課
長
　
振

興
協
議
会
は
現
在
２
地
区
で
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。
智
里
西
地

区
、
清
内
路
地
区
で
す
。

問
　
振
興
協
議
会
が
設
置
で
き

な
い
理
由
は
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
自
治
会

役
員
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
み
な
さ
ん
と
振
興

協
議
会
設
置
の
課
題
共
有
と
い

っ
た
ス
テ
ッ
プ
を
丁
寧
に
踏
む

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
部
分

が
十
分
に
取
り
組
め
て
お
ら
ず

時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

問
　
振
興
協
議
会
の
設
置
に
向

け
た
会
議
の
状
況
は
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
自
治
会

連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
振
興

協
議
会
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
ま
す
。
伍
和
地
区

中
関
地
区
に
つ
い
て
は
打
ち
合

わ
せ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
　
智
里
西
地
区
、
清
内
路
地

区
に
つ
い
て
は
人
口
減
少
に
対

す
る
対
策
や
考
え
方
の
答
申
は

あ
っ
た
の
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
そ
れ
ぞ

れ
答
申
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
　
振
興
協
議
会
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
村
長
の
所
感
は
。

村
長
　
振
興
協
議
会
は
、
地
域

の
課
題
に
つ
い
て
継
続
的
か
つ

具
体
的
に
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
す
。
地
区
計
画
実
施
の
た
め

の
一
つ
の
方
法
と
も
な
り
得
ま

す
。
学
習
も
し
な
が
ら
地
域
の

今
後
に
つ
い
て
住
民
の
皆
さ
ん

で
し
っ
か
り
考
え
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
村
に
と
っ
て
の
力
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
振

興
協
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
答
申

に
つ
き
ま
し
て
は
村
と
し
て
受

け
止
め
、
様
々
な
施
策
と
す
り

合
わ
せ
な
が
ら
、
実
施
で
き
る

も
の
は
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

問
　
村
づ
く
り
委
員
会
の
活
動

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
し
て
い
る

の
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
求
め
に

応
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

委
員
会
同
士
が
お
互
い
の
活
動

か
ら
学
ぶ
こ
と
も
有
効
と
考
え

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
懇
談

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
懇
談
会
、
活
動
交
流
会
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

旧清内路振興室を村営住宅に建て替えてもらいたいが
解体は財源の目処がつき次第取りかかりたいと思います

櫻
井
久
江

唐
澤
浩
平
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問
　
福
祉
医
療
関
連
の
人
材
不

足
の
現
状
と
そ
の
影
響
は
。

原
民
生
課
長
　
慢
性
的
に
人
材

不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。
職
員

の
不
足
か
ら
利
用
者
の
受
け
入

れ
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
、

財
政
的
に
施
設
の
運
営
が
、
厳

し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
　
人
員
・
人
材
不
足
の
対
応

対
策
は
。

民
生
課
長
　
人
材
の
育
成
、
定

着
の
た
め
職
場
環
境
を
整
え
る

こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

問
　
村
内
企
業
の
人
材
確
保
と

定
着
へ
の
支
援
の
現
状
と
課
題

は
。

熊
谷
商
工
観
光
課
長
　
村
内
企

業
で
も
、
規
模
、
業
種
に
関
わ

ら
ず
人
材
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
事
業

縮
小
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
企
業

も
あ
り
ま
す
。

問
　
人
材
不
足
の
解
消
に
向
け

て
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

村
長
　
広
域
連
合
で
、
介
護
施

設
の
事
業
者
が
一
堂
に
会
し
た

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会
・

関
係
機
関
と
も
相
談
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
を

利
用
し
た
若
者
の
反
応
は
。

大
下
協
働
活
動
推
進
課
長
　
あ

り
が
た
く
感
じ
て
い
る
こ
と
は

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
親
御
さ

ん
か
ら
は
、
感
謝
の
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

問
　
こ
の
支
援
事
業
を
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
高
校
入

学
時
年
齢
を
対
象
に
☆

Ｄ
Ｍ
の
発

送
と
広
報
誌
、
☆

Ｈ
Ｐ
、
防
災
無

線
等
で
周
知
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
村
外
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
の

方
へ
の
情
報
の
届
け
方
に
つ
い

て
検
討
が
必
要
と
感
じ
ま
す
。

問
　
企
業
の
奨
学
金
代
理
返
還

制
度
の
推
進
は
。

村
長
　
村
内
企
業
に
も
、
こ
の

制
度
の
周
知
を
商
工
会
等
通
じ
、

Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
定
住
推
進
施
策
の
た
め
に

ほ
か
に
も
考
え
が
あ
る
の
か
。

村
長
　
都
会
で
働
い
て
い
る
３０

歳
代
、
４０
歳
代
に
、
ア
プ
ロ
ー

チ
し
、
地
元
に
思
い
を
巡
ら
せ

る
よ
う
に
仕
掛
け
た
い
で
す
。

す
べ
て
の
施
策
が
、
定
住
人
口

の
確
保
に
繋
が
る
よ
う
に
、
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
総
合
的
に
な
ん
で
も
相
談

で
き
る
窓
口
の
整
備
に
つ
い
て

住
民
は
窓
口
の
一
本
化
を
希
望

し
て
い
る
が
。

原
民
生
課
長
　
相
談
窓
口
を
有

す
る
庁
内
担
当
部
署
で
話
し
合

い
、
ま
た
他
の
自
治
体
の
取
り

組
み
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

阿
智
村
に
と
っ
て
ど
ん
な
相
談

体
制
が
ふ
さ
わ
し
い
か
検
討
し

ま
す
。

問
　
災
害
時
の
福
祉
施
設
間
の

連
携
や
福
祉
避
難
所
と
し
て
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
。

民
生
課
長
　
村
で
は
各
福
祉
施

設
と
協
定
を
結
び
、
災
害
時
の

受
け
入
れ
を
お
願
い
し
て
お
り
、

一
方
で
災
害
時
の
避
難
計
画
や

訓
練
、
食
料
等
の
備
蓄
な
ど
対

策
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

施
設
の
特
性
や
設
備
、
職
員
の

状
況
で
一
律
の
対
応
が
可
能
で

な
い
た
め
、
施
設
の
状
況
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
　
村
の
今
後
の
進
め
方
は
。

山
口
総
務
課
長
　
村
内
福
祉
施

設
同
士
の
連
絡
会
を
行
い
、
情

報
共
有
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

サ
ロ
ン
や
生
き
が
い
講
座
の
取

り
組
み
は
。

民
生
課
長
　
村
内
各
地
に
☆

ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
５０
箇
所
と
寿

楽
苑
で
行
っ
て
い
る
生
き
が
い

講
座
が
あ
る
が
、
今
後
世
代
や

目
的
を
超
え
て
交
流
で
き
る
居

場
所
と
し
て
活
用
す
る
方
法
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
村
内
の
健
康
に
関
す
る
課

題
か
ら
温
泉
を
利
用
し
た
仕
組

み
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

村
長
　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
健

康
づ
く
り
の
場
所
と
し
て
村
内

に
は
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
り
、

ま
た
村
民
の
健
康
を
守
っ
て
い

る
出
湯
５０
周
年
を
迎
え
る
温
泉

も
あ
り
ま
す
。
☆

阿
智
健
康
プ

ラ
ン
の
調
査
か
ら
も
「
筋
骨
格

系
」
の
疾
患
が
多
い
と
い
う
結

果
を
受
け
、
村
と
し
て
も
健
康

づ
く
り
の
仕
組
み
や
活
用
法
を

保
健
福
祉
審
議
会
の
方
々
と
共

に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

福祉医療関連・村内企業の人材不足の解消について
商工会・関係機関とも相談しながら進めていきたい

保健福祉審議会の中間答申を受けて
関係する部署で連携し、対応する体制作りが必要

井
原
敏
喜

井
原
光
子
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問
　
少
子
化
が
続
く
と
さ
れ
る

中
で
、
阿
智
村
に
あ
る
５
校
す

べ
て
の
小
学
校
の
存
続
を
ど
う

考
え
て
い
か
れ
る
か
。

黒
柳
教
育
長
　
本
年
度
、
村
全

体
の
小
学
校
入
学
児
が
４３
人
と

初
め
て
４０
人
台
と
な
り
ま
し
た
。

６
年
後
に
２０
人
台
に
入
る
と
い

う
事
実
で
、
５
つ
の
小
学
校
を

抱
え
る
阿
智
村
に
と
っ
て
真
剣

に
考
え
る
時
期
が
来
た
と
捉
え

て
い
ま
す
。
課
題
は
「
地
域
の

存
続
」
と
「
子
ど
も
の
学
び
の

保
障
」
の
２
項
で
す
。
来
年
度

（
仮
称
）「
阿
智
村
立
小
学
校
の

在
り
方
検
討
委
員
会
」
を
準
備

段
階
と
し
て
立
ち
上
げ
る
予
定

で
、
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
教

育
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
相
応
し

い
か
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
か
ら
入

っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
子
ど
も
の
教
育
と
地
区
の

持
続
に
つ
い
て
の
村
の
考
え
は
。

村
長
　
ま
ず
は
子
ど
も
の
た
め
、

将
来
の
村
の
た
め
に
、
過
去
の

例
や
、
国
、
県
の
事
例
を
勉
強

し
、
視
察
も
行
い
、
関
係
者
す

べ
て
を
取
込
み
、
と
こ
と
ん
話

し
合
い
を
行
い
導
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
　
借
地
の
農
業
は
、
小
作
料

を
払
う
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か

大
変
と
の
声
が
あ
る
。
農
地
維

持
の
貢
献
者
の
た
め
に
、
こ
の

部
分
へ
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
農
業
を

取
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
い
も

の
と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
小
作
料
が
大
変
と
あ
れ
ば
、

少
し
で
も
農
業
継
続
の
た
め
に

効
果
的
な
支
援
策
と
な
る
よ
う

調
査
、
検
討
は
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
現
在
行
っ
て
い
る
農
業
機

械
、
肥
料
、
飼
料
等
の
補
助
施

策
の
来
年
度
以
降
の
考
え
は
。

村
長
　
物
価
高
騰
、
コ
ロ
ナ
等

で
備
え
て
き
た
も
の
で
住
民
に

役
立
っ
て
い
る
制
度
は
続
け
て

い
き
た
い
し
、
別
の
問
題
が
起

き
た
場
合
は
、
住
民
、
関
係
機

関
に
相
談
を
し
な
が
ら
対
応
し

ま
す
。
補
助
も
も
ち
ろ
ん
大
事

で
す
が
、
農
家
の
収
入
を
上
げ

経
営
を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ

と
も
大
事
で
、
農
業
関
係
者
み

ん
な
で
阿
智
村
の
農
業
の
発
展

を
考
え
て
い
け
る
よ
う
に
と
思

い
ま
す
。

問
　
平
成
２０
年
度
か
ら
の
地
方

税
の
状
況
を
調
べ
て
み
た
。
１４

年
間
の
中
で
７
億
円
を
下
回
っ

た
の
は
、
平
成
２２
、
２４
、
２８
年

の
３
か
年
の
み
で
あ
る
。
当
村

の
財
政
力
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

山
口
総
務
課
長
　
自
主
財
源
、

村
の
税
収
に
つ
い
て
具
体
的
な

年
度
ご
と
の
上
が
り
下
が
り
に

つ
い
て
は
、
十
分
承
知
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
経
過
に
つ
い
て
は
、

浪
合
・
清
内
路
、
二
村
の
合
併

に
よ
る
☆

算
定
替
え
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
ま
で
の
１５
年
間
に

阿
智
村
単
独
で
受
け
る
べ
き
交

付
税
よ
り
４２
億
円
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
起
債
の
繰

り
上
げ
償
還
や
、
合
併
に
伴
う

経
費
、
約
２０
億
円
使
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
約
半
分
の
２０

億
円
を
基
金
に
積
ん
で
後
年
度

の
必
要
経
費
の
た
め
に
蓄
え
て

き
た
経
過
で
す
。

問
　
今
後
の
総
合
計
画
の
中
で

は
多
額
な
経
費
を
必
要
と
す
る

事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

歳
入
が
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
な

経
済
状
況
に
戻
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
き
ち
ん
と
返
済
計
画

ま
で
含
め
た
計
画
を
し
て
い
か

な
い
と
も
う
大
変
だ
と
い
う
状

況
も
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
思
う
。

　
財
政
計
画
、
事
業
に
対
す
る

見
極
め
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
。

村
長
　
ま
だ
ま
だ
し
っ
か
り
練

っ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
今
後
の
財
政
計
画
で
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
の
が
☆

財
政
調

整
基
金
、
ほ
か
の
基
金
の
活
用

に
な
り
ま
す
。

　
公
有
財
産
の
耐
用
年
数
な
ど

の
資
料
も
あ
り
ま
す
。
計
画
に

従
っ
て
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く

中
で
、
財
政
計
画
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
今
後
緊
急
経
済
対
策
と
い

う
も
の
は
な
く
な
り
、
厳
し
い

財
政
運
営
に
な
る
。
村
長
の
考

え
は
。

村
長
　
３０
年
後
、
４０
年
後
に
な

っ
た
と
き
、
一
体
ど
う
な
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
見
極
め

は
す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

阿智村にとって真剣に考える時期が来たと捉えています

補助ももちろん大事。農家の収入を上げ経営を確かなものにすることも大事

少子化による小学校の今後について

稲作農業の現状課題と持続について

今後の財政運営について・
　　 財政計画をきちんと示す中であたるべき

見極めが大事

吉
村
金
利

大
嶋
正
男



1212あち「議会だより」No.115

問
　
職
員
で
、
村
外
通
勤
者
と
、

村
外
の
ア
パ
ー
ト
在
住
者
は
何

人
か
。

山
口
総
務
課
長
　
職
員
１
８
８

名
中
、
村
外
か
ら
の
通
勤
者
は

５２
名
２７
・
７
％
、
村
外
ア
パ
ー
ト

に
居
住
し
て
い
る
も
の
は
８
名
。

問
　
村
長
の
掲
げ
る
「
若
者
定

住
施
策
」
に
反
し
て
い
な
い
か
。

村
長
　
村
内
に
住
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
白
山
工
業
団
地
に
つ
い
て
、

企
業
と
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
、

坪
単
価
２
万
円
の
根
拠
は
。

村
長
　
飯
田
市
の
例
に
比
し
て

設
定
し
ま
し
た
。

問
　
２
万
円
と
い
う
価
格
が
独

り
歩
き
し
て
、
近
隣
の
土
地
の

値
段
に
影
響
し
な
い
か
。

村
長
　
政
策
的
理
由
で
示
し
た

金
額
で
あ
り
、近
隣
土
地
に
影
響

す
る
か
は
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
。

問
　
平
成
３０
年
に
企
業
側
の
希

望
に
よ
り
造
成
工
事
を
行
い
、

そ
の
後
土
地
購
入
の
「
覚
書
」

を
締
結
し
て
い
る
。
普
通
は
覚

書
に
基
づ
い
て
造
成
工
事
を
行

う
べ
き
だ
。
真
逆
な
事
務
処
理

に
は
何
か
理
由
が
あ
る
の
か
。

村
長
　
信
頼
関
係
の
中
で
し
た
。

問
　
現
在
賠
償
額
が
な
か
な
か

合
意
で
き
な
い
中
、
訴
訟
に
切

り
替
え
て
早
期
解
決
を
見
る
こ

と
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

村
長
　
弁
護
士
に
相
談
し
、
早

い
解
決
を
見
た
い
。

問
　
こ
の
覚
書
は
面
積
・
金
額

共
に
議
会
議
決
に
付
す
べ
き
案

件
と
思
う
が
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
覚
書
は
契
約
で
は

な
い
の
で
議
決
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

問
　
覚
書
で
も
契
約
書
と
思
う
。

な
ぜ
契
約
で
は
な
い
の
か
。

熊
谷
商
工
観
光
課
長
　
面
積
が

確
定
し
て
い
な
い
の
で
、
契
約

書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
見
解
の
違
い
だ
。
関
係
方

面
に
確
認
し
て
ほ
し
い
。

村
長
　
専
門
家
に
問
い
合
わ
せ

ま
す
。

問
　
中
学
校
の
公
衆
電
話
が
撤

去
さ
れ
、
生
徒
の
通
信
手
段
に

支
障
が
出
て
い
る
が
対
応
は
。

黒
柳
教
育
長
　
時
代
に
合
わ
せ

て
携
帯
の
所
持
を
緩
和
し
た
い
。

意
見
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
「
子
ど
も

た
ち
が
不
都
合
な
の
で
何
と
か

し
て
ほ
し
い
」
と
申
し
て
い
る
。

適
切
な
対
応
を
望
む
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
過
去
４
年
間
の
成
果
と
令

和
５
年
度
の
取
り
組
み
は
。

山
口
総
務
課
長
　
令
和
元
年
か

ら
３
年
間
の
納
税
受
入
額
は
３

千
万
円
台
を
維
持
し
、
令
和
４

年
度
は
、
寄
付
申
し
込
み
サ
イ

ト
を
増
や
し
約
４
７
０
０
万
円

の
税
収
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

さ
ら
に
サ
イ
ト
数
を
増
や
し
た

り
、
中
間
業
者
を
活
用
し
た
り

し
て
返
礼
品
に
係
わ
る
業
務
の

改
善
や
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

遊
休
農
地
・
荒
廃
地
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
村
内
遊
休
荒
廃
農
地
の
割

合
と
増
減
は
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
遊
休
農

地
は
農
地
全
体
の
２０
％
に
な
り

ま
す
。
５
年
前
と
比
較
し
て
１０

％
増
加
し
て
い
ま
す
。

問
　
農
地
転
用
件
数
と
そ
の
活

用
方
法
は
。

建
設
農
林
課
長
　
過
去
３
年
間

で
６５
件
の
申
請
が
あ
り
、
内
３３

件
は
住
宅
建
設
の
た
め
の
転
用

で
す
。
一
部
に
違
反
転
用
も
見
ら

れ
る
の
で
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

問
　
荒
廃
地
に
つ
い
て
環
境
課

が
持
っ
て
い
る
課
題
は
。

櫻
井
環
境
課
長
　
地
上
設
置
型

「
野
立
て
」
の
太
陽
光
施
設
に

つ
い
て
は
、
地
域
に
調
和
し
た

太
陽
光
発
電
事
業
の
推
進
が
必

要
で
、「
景
観
保
全
」
の
視
点
か

ら
、
地
域
の
合
意
形
成
や
意
識

の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
過
去
４
年
間
の
実
績
は
。

建
設
農
林
課
長
　
過
去
４
年
間

で
約
８
千
万
円
の
交
付
が
あ
り

☆

森
林
経
営
管
理
制
度
実
施
に

向
け
対
象
森
林
の
確
認
や
所
有

者
の
意
向
調
査
・
確
認
が
主
な

事
業
で
す
。

問
　
森
林
に
係
わ
る
人
材
育
成

の
視
点
か
ら
の
取
り
組
み
は
。

建
設
農
林
課
長
　
村
内
の
森
林

作
業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
委
託
し

た
り
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
子

ど
も
達
へ
の
環
境
教
育
普
及
・

啓
発
活
動
や
一
般
の
方
へ
の
チ

ェ
ン
ソ
ー
技
術
指
導
や
講
習
会

の
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

約８０００万円の森林環境譲与税は有効に使われているか

専門家に問い合わせる

時代に合わせて、携帯電話やスマホの所持を緩和したい

工業団地の「覚書」議会議決が必要では

中学校校庭脇にあった公衆電話撤去に対する対応は

森林経営管理制度実施に向けて、　　　　　　　　　　
主に対象森林調査や所有者の意向調査をしています

佐
々
木
幸
仁

熊
谷
恒
雄
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デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て

　
　
　
議
会
活
動
の
Ｄ
Ｘ
化
を
検
討

　
令
和
５
年
度
、
西
部
三
村
（
阿
智

村
・
平
谷
村
・
根
羽
村
）
議
会
議
員

定
期
総
会
及
び
研
修
会
が
６
月
２９
日

に
信
州
平
谷
温
泉
ひ
ま
わ
り
の
湯
会

議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
議
会
へ
三
村
か
ら
陳
情　

　
本
総
会
で
最
も
重
要
な
議
事
は
、

三
村
の
抱
え
る
課
題
を
県
議
会
へ
陳

情
す
る
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
で
す
。

　
住
民
の
喫
緊
の
問
題
・
福
祉
や
教

育
・
産
業
・
基
幹
道
路
網
の
適
正
な

管
理
な
ど
村
民
生
活
の
向
上
と
安
全

に
資
す
る
た
め
に
審
議
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
２５
件
の
陳
情
を

担
当
委
員
会
で
審
査
し
て
い
た
だ
き
、

県
議
会
で
１９
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
27
件
の
課
題
採
択

　
本
年
度
は
、
総
会
に
て
三
村
合
わ

せ
て
２７
件
を
審
議
し
全
て
の
課
題
に

つ
い
て
採
択
し
ま
し
た
。

　
地
域
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
・
児

童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
教
育
環
境
の

充
実
・
不
妊
治
療
に
関
す
る
支
援
の

強
化
な
ど
、
重
要
な
２７
件
を
県
議
会

へ
陳
情
し
ま
す
。

議
員
研
修
と
視
察

　
平
谷
キ
ッ
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
　
〜
知
識
と
想
像
力
を
身
に
つ

け
、
夢
を
描
け
る
村
へ
〜

　
総
会
後
の
研
修
は
、
平
谷
村
教
育

委
員
会
集
落
支
援
員
、
鬼
頭
さ
お
り

さ
ん
に
よ
る
「
ひ
ら
ひ
ら
平
谷
に
つ

い
て
」
の
講
演
を
お
聞
き
ま
し
た
。

　
平
谷
村
の
学
校
存
続
の
た
め
教
育

の
魅
力
化
を
目
指
す
村
の
募
集
に
応

え
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
を
始
め
た
鬼
頭
さ
ん
か
ら
、
子
ど

も
・
教
育
委
員
会
・
保
護
者
・
学
校

地
域
の
人
た
ち
と
共
に
取
り
組
む
姿

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
鬼
頭
さ
ん
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

教
育
の
魅
力
化
を
め
ざ
す
活
動
で
子

ど
も
た
ち
の
姿
か
ら
掴
ん
だ
も
の
は
、

「
安
心
」
「
自
由
」
「
好
奇
心
」

「
安
心
」
子
ど
も
が
ホ
ッ
と
で
き
る

場
所
・
「
自
由
」
好
き
な
こ
と
が
で

き
る
空
間
・「
好
奇
心
」
創
造
性
、

自
主
性
を
育
む
環
境
、
こ
の
３
点
で

し
た
。
平
谷
に
来
て
今
ま
で
の
自
分

と
違
う
自
分
の
発
見
が
あ
る
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

熊
谷
　
恒
雄

　
　
　
　
　

　
　
議
会
の
あ
り
方
研
究
委
員
会

　
役
場
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
を
策
定
さ
れ
、
今
年
４
月
か
ら

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
に
向
け
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
影
響
を
与
え

な
い
範
囲
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
今
年
度
は

阿
智
村
☆

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策
定
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
は
、
あ
り
方
研
究
委

員
会
内
に
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
検

討
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
３
月
か
ら
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

　
①
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
実
施

　
②
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ
向
け
て

　
③
情
報
発
信
へ
の
活
用

以
上
３
点
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は
コ
ロ
ナ
禍
で

一
般
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、

現
在
の
条
例
で
は
委
員
会
な
ど
議
会

の
正
式
な
会
議
で
利
用
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
感

染
対
策
な
ど
で
会
議
へ
の
参
加
制
限

が
あ
る
時
や
、
災
害
時
に
庁
舎
へ
参

集
が
難
し
い
時
で
も
、
議
会
の
役
割

を
果
た
す
た
め
に
普
段
か
ら
利
用
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
６
月
に
は
お
試
し
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
実
施
し
、
機
器
の
扱

い
方
や
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
な
ど
の

課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

制
度
を
整
え
、
活
用
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
長
野
県
議
会
で
は
、
本
会
議
で
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

先
進
地
の
高
森
町
で
は
、
議
会
は
も

ち
ろ
ん
、
行
政
の
業
務
も
ほ
ぼ
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
う
い
っ
た
先
進
事
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
阿
智
村
版
Ｄ
Ｘ
化
に
向
け

て
議
会
も
準
備
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

田
中
　
真
美

西
部
村
議
会
議
員
会

　
定
期
総
会
及
び

　
　
　
研
修
会
報
告

　
　
　
　

お試しオンライン会議
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使用されているフリーズドライの機械

　
昨
年
操
業
を
や
め
、
撤
退
し
た
漬

物
工
場
の
視
察
に
６
月
１６
日
行
き
ま

し
た
。
旧
清
内
路
村
で
、
過
疎
対
策

と
し
て
谷
口
醸
造
を
企
業
誘
致
し
て

き
た
の
は
、
昭
和
６１
年
で
し
た
。
当
時

精
密
機
器
の
清
内
路
産
業
、
縫
製
工

場
の
堀
川
等
、
働
く
場
も
多
く
、
活
気

に
満
ち
た
時
代
で
し
た
。
振
り
返
り

ま
す
と
、
そ
れ
以
来
３５
年
過
疎
対
策

事
業
に
ふ
さ
わ
し
く
、
地
道
に
清
内

路
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
隣
に
売
店
（
信
州
清
内
路
峠
の
お

つ
け
も
の
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と

も
相
乗
効
果
と
な
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
時
、
工
場
見
学
を
し
て
、
売
店
で

買
い
物
を
す
る
。
殊
に
そ
の
時
製
造

し
て
い
る
も
の
が
良
く
売
れ
た
こ
と

を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　
☆

鄙
び
た
山
村
、
清
ら
か
な
水
、

こ
れ
ら
が
旅
す
る
人
の
共
感
を
呼
び

ま
し
た
。
野
沢
菜
、
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
、

み
ょ
う
が
、
あ
か
ね
大
根
と
水
槽
に

漬
け
込
ま
れ
、
長
芋
の
み
そ
漬
け
、

こ
れ
は
元
祖
谷
口
で
し
た
。
今
で
こ

そ
各
地
に
売
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

当
時
大
変
珍
し
が
ら
れ
た
も
の
で
し

た
。
き
ゅ
う
り
の
中
に
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ

を
詰
め
た
鉄
砲
漬
け
も
人
気
で
し
た
。

　
清
内
路
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統

の
漬
物
と
い
う
文
化
、そ
の
特
色
を
活

か
し
一
時
代
を
築
い
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
頃
は
工
場
２０
名
、
売
店

１０
名
く
ら
い
常
時
働
い
て
お
り
ま
し

た
。
原
材
料
も
あ
か
ね
大
根
や
み
ょ

う
が
は
、
地
場
産
の
も
の
を
使
っ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

　
人
口
減
少
は
山
間
地
ほ
ど
著
し
い
。

高
齢
化
も
い
ち
早
く
来
る
の
が
過
疎

地
で
す
。
従
業
員
の
高
齢
化
は
ど
う

し
よ
う
も
な
い
現
実
で
あ
り
、
ま
た

今
の
若
い
世
代
の
食
生
活
の
変
化
、

漬
物
離
れ
と
い
う
時
代
の
波
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
工
場
は
閉
鎖
で
す

が
、
売
店
は
残
り
ま
す
。
で
き
れ
ば

持
続
し
て
も
ら
い
た
い
、
こ
れ
は
地

元
の
願
い
で
す
。

　
こ
の
工
場
建
設
に
つ
い
て
は
県
の

地
域
振
興
補
助
金
と
村
の
起
債
、
谷

口
の
出
資
で
立
て
ら
れ
、
今
後
に
つ

い
て
は
村
も
考
え
て
い
く
責
務
が
あ

る
訳
で
す
。
地
域
の
要
望
は
、
で
き

れ
ば
清
内
路
地
区
の
振
興
と
な
る
よ

う
な
場
所
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

国
道
２
５
６
号
線
沿
い
で
す
が
、
ど

ん
ど
ん
寂
れ
て
い
ま
す
。
漬
物
工
場

跡
地
が
、
新
た
な
拠
点
に
な
れ
る
よ

う
に
願
う
も
の
で
す
。

櫻
井
　
久
江

　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
キ
ク
イ

モ
の
加
工
工
場
や
特
産
品
開
発
で
知

ら
れ
て
い
る
、「
阿
智
村
特
産
物
開
発

研
究
所
・
南
信
州
機
能
性
食
品
工
場

御
所
の
里
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」
が
議
題
と
な
り
ま
し
た
。

村
は
、
現
在
の
指
定
管
理
者
と
引
き

続
き
契
約
し
た
い
と
い
う
考
え
で
し

た
。

　
今
契
約
は
９
月
末
ま
で
で
す
が
、

議
会
と
し
て
こ
の
案
件
に
限
ら
ず
、

「
契
約
期
ぎ
り
ぎ
り
で
の
議
決
で
は

契
約
者
が
困
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

か
ら
、
で
き
る
だ
け
３
か
月
前
の
議

会
で
の
議
決
案
件
に
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
要
望
を
、
先
の
３
月
議
会
で

出
し
た
の
で
、
議
会
の
考
え
方
を
尊

重
い
た
だ
い
た
形
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
決
を
前
に
、
現
地
や
内
容
を
確

認
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
６
月
７

日
に
視
察
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

全
議
員
で
浪
合
に
あ
る
御
所
の
里
に

行
き
ま
し
た
。
坂
本
社
長
の
ご
案
内

で
、
工
場
の
機
器
装
備
の
説
明
や
取

り
組
ま
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、

現
場
の
様
子
を
見
る
中
で
伺
い
ま
し

た
。

　
工
場
内
は
た
い
へ
ん
清
潔
で
管
理

が
行
き
届
い
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

年
間
で
、
約
３５
ｔ
の
キ
ク
イ
モ
が
処

理
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
阿
智
村
で
の

作
付
け
面
積
は
、
近
年
減
少
を
続
け
、

約
２
ha
。
こ
れ
で
は
足
り
な
い
た
め
、

近
隣
市
町
村
か
ら
も
受
け
入
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
点
は
課
題

に
思
い
ま
し
た
。
坂
本
社
長
は
た
い

へ
ん
意
欲
的
で
、
今
後
、
さ
ら
に
後

進
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い

旨
、
伺
い
ま
し
た
。
社
長
と
の
意
見

交
換
も
行
い
、
有
意
義
な
視
察
と
な

り
ま
し
た
。

吉
田
　
哲
也

キ
ク
イ
モ
加
工
工
場・

特
産
品
開
発
施
設

　
「
御
所
の
里
」視
察

信
州
清
内
路
峠
の

お
つ
け
も
の
工
場
跡

　
　
　
　
　
の
視
察
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　今年も暑い夏がやってきました！昔より暑くなった気がしませんか？月の平均気温
は５０年前と比べて１℃ほど上がっているそうですよ。みなさん熱中症には十分気を
つけてください。十分な水分補給と適切なエアコンの使用で熱中症を予防しましょう！
ただし、経口補水液の飲み過ぎは体に悪いそうですので気を付けてくださいね。
　さて、今回も一緒に用語の勉強をしていきましょう！ 

おしえて！セイアくん！（仮）

☆農業委員会とは　「農地等の利用の最適化（担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規
参入の促進）の推進」を中心に、農地法に基づく農地の売買・貸借の許可、農地転用案件への意見具申など、農業に
関する事務を執行する行政委員会。
☆阿智村特産物開発研究所・南信州機能性食品工場御所の里とは　浪合下半掘にある村有施設で、キクイモやヤー
コンなどをフリーズドライや粉末に加工し、販売している。他にも、依頼により農産物の加工を行い、特産物の開発
をしている。
☆コントロールタワーとは　管制塔。指示を出す中心的存在。

☆趣旨採択とは　請願の趣旨（願意）は妥当と判断するが、意見書の提出は妥当ではないという採択。
☆陳情とは　村などの公共機関に対して、その実情を訴え、一定の措置を行うよう要望すること。

☆森林環境譲与税とは　令和６年度から全国民に課税される森林環境税（年額１人１０００円）を都道府県や市区町村
に分配するお金。
☆専決（処分）とは　本来議会で議決しなければいけない案件について、時間的に議会の招集を待てないような場合
に、村長が意思決定すること。専決処分した場合、議会への報告が必要。

☆上位法とは　条例の制定などにおいて、その根拠となる法律のこと。税条例では、「地方自治法」や「地方税法」等
がある。
☆認定農業者とは　農業経営の改善・発展に向けた計画が市町村に認定された農業者。認定農業者制度により支援
措置が受けられる。
☆坊主ヶ島とは　清内路の地名。リニア非常口予定地の黒川を挟んだ対岸付近。リニア非常口掘削の発生土置場候
補地の１つ。
☆あちっこプラザとは　子どもの医療、保健福祉、教育や子育てに関する、相談援助や支援サービスを包括的、一体
的に行う地域子育て支援拠点施設のこと。
☆こども家庭センターとは　妊産婦や乳幼児の保護者の相談を受ける「子育て世代包括支援センター」と、虐待や貧
困などの問題を抱える家庭に対応する「こども家庭総合支援拠点」の機能を一体化した、子育て世帯を包括的に支
援するセンター。各自治体に設置が求められている。
☆中学校部活動の地域移行とは　中学校教諭の長時間勤務の主な要因となっている部活動について、地域で部活動
に代わる活動を行っていく取り組み。阿智村では、主にチャレンジゆうAchiが活動を行っている。
☆ハザードマップとは　長野県の調査した洪水や土砂災害に関するデータを基に、災害時の注意すべき点や避難す
る場所をまとめた地図。村が令和元年９月に作成。
☆イエローゾーンとは　ハザードマップに示されている、土砂災害警戒区域のこと。さらに土砂災害の危険度の高
い「土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）」がある。

☆ふれあいサロンとは　老若男女問わず誰でも参加できる集会。部落単位で開催されており、主に体操やレクを行
ったり、お茶を飲んで談笑したりする。
☆阿智健康プラン（２１）とは　村民一人ひとりの健康が守られ、村民が主体的に健康づくりに取り組める環境を整
えるための村の計画。令和４年度から第2期の計画がスタートした。

☆ＤＸとは　デジタルトランスフォーメーションのことで、進化したIT技術を浸透させ、生活をより良くしていく
という概念のこと。
☆鄙びた（ひなびた）とは　田舎っぽい様子。静かで落ち着いた、風情ある様子。

☆（合併）算定替とは　合併後の市町村で財源不足を防止し、合併の障害を除去するため、合併前の市町村が交付さ
れるはずだった額を下回らないように普通交付税（毎年国から一定の基準で配分されるお金）を算定すること。合
併後５年間継続し、その後５年間は段階的に減少していく。

☆森林経営管理制度とは　手入れの行き届いていない森林について、市町村が森林所有者から経営管理の委託を受
け、林業経営に適した森林は地域の林業経営者に再委託し、林業経営に適さない森林は市町村が公的に管理する制
度。

☆ＤＭとは　ダイレクトメールの略。個人あてに宣伝目的で送られる印刷物や電子メール。
☆ＨＰとは　ホームぺージの略。

☆財政調整基金とは　財源に余裕のある年度に積み立て、財源不足が生じた年度に使うための基金。

用語解説
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駒場区自治会の懇談会

　
４
月
、
議
会
で
は
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
が
５
類
感
染
症
に
移
行
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
か
つ
て
の
よ
う
に
自
治

会
ご
と
に
住
民
説
明
会
を
実
施
し
よ

う
、
と
い
う
方
針
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
４
月
の
自
治
会
連
絡
協
議
会
に

私
が
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
自

治
会
の
正
副
自
治
会
長
さ
ん
に
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
ご
理
解
い
た
だ
き
、

実
施
決
定
が
で
き
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

自
治
会
役
員
の
方
も
か
わ
ら
れ
て
お

り
ま
す
し
、
議
会
の
方
も
久
し
ぶ
り

で
す
の
で
、
実
施
ま
で
の
準
備
等
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
無
事

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
、
自
治
会

の
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
議
会
の
方
は
、
１２
人
の
議
員
の
中

で
、
は
じ
め
て
議
員
と
し
て
住
民
懇

談
会
に
臨
む
者
が
１０
人
と
い
う
状
況

で
し
た
。
準
備
段
階
か
ら
緊
張
と
不

安
が
胸
に
去
来
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
「
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
」

を
め
ざ
す
こ
と
に
異
論
の
あ
る
議
員

は
も
ち
ろ
ん
お
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て

「
予
算
の
使
い
道
の
説
明
は
行
政
が

や
る
こ
と
。
議
会
の
懇
談
会
で
そ
ん

な
話
を
す
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う

ご
意
見
を
都
度
い
た
だ
い
て
き
た
中

で
、
「
議
会
の
立
ち
位
置
」
を
鮮
明

に
す
る
懇
談
会
に
な
る
よ
う
工
夫
し

ま
し
た
。

　
恒
例
の
予
算
審
査
の
中
身
の
報
告

は
、
議
会
が
村
の
提
案
を
変
え
た
と

こ
ろ
、
村
と
さ
ら
に
話
し
合
っ
て
練

り
上
げ
た
も
の
な
ど
を
、
議
会
の
立

場
か
ら
報
告
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
多
く
の
自
治
会
の
懇
談

会
で
予
定
し
て
い
た
時
間
を
超
過
す

る
ほ
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
る

会
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
の
取
り
組

み
方
へ
の
ご
意
見
も
伺
い
ま
し
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
開
催
し
て
よ
か
っ
た
と
、
ど
の

議
員
も
異
口
同
音
に
申
し
て
お
り
ま

す
。

　
懇
談
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
議

会
で
ま
と
め
、
ご
返
答
を
約
束
し
た

も
の
も
含
め
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

す
で
に
自
治
会
へ
お
届
け
し
て
い
ま

す
が
、
左
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か

ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
吉
田
　
哲
也
　

　
我
が
家
に
は
毎
年
、
６
月
頃
か
ら

ホ
タ
ル
が
数
匹
飛
翔
し
て
い
ま
す
。

お
陰
様
で
、
今
年
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
昔
は
数
匹
で
は
な

く
数
十
匹
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て

い
ま
す
。
生
息
環
境
の
維
持
に
努
め

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
の
テ

ー
マ
を
、
「
ひ
と
＋
活
動
＋
想
い
」

と
し
て
今
回
、
上
中
関
自
治
会
。
育

成
会
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
に
お

じ
ゃ
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

苗
の
植
え
方
を
聞
い
て
、
早
速
子
ど

も
た
ち
は
興
味
津
々
に
植
え
付
け
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
草

取
り
作
業
も
あ
り
ま
す
が
、
秋
の
収

穫
作
業
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

今
か
ら
楽
し
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
ヒ
ル
ガ
オ
科

サ
ツ
マ
イ
モ
属
の
多
年
生
植
物
。
中

南
米
が
原
産
。
な
ぜ
、
サ
ツ
マ
イ
モ

な
の
か
興
味
の
あ
る
方
は
い
ろ
い
ろ

調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
ん
な
サ
ー
ク
ル
活
動
し
て
い
る
と

か
、
知
っ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、

議
会
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
表
紙
は
貴
方
の
番
で
す
。
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

委
員
　
唐
澤
　
浩
平

阿智村 HP  https://www.vill.achi.lg.jp/
★こちらもご覧ください。

３年ぶりの「議員による住民懇談会」
開催しました

ご意見・ご感想を議会事務局まで
お寄せください。また、議会傍聴
にいらしてください。
。 電話（43－2220）

FAX（43－4365）
E-mail　gikai2@vill.achi.lg.jp

議　会
事務局

こちらからも
内容をご覧
いただけます。


